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調
査
報
告

上
総
に
伝
わ
る
日
蓮
聖
人
に
関
す
る
伝
承
の
調
査
報
告

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
嘱
託
）

石

川

修

道

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
の
研
究
調
査
が
、
平
成
十
六
年
十
月
三
十
日
（
土
）
行
わ
れ
た
。
現
宗
研
田
澤
元
泰
所
長
、
伊
藤
立
教
主

任
、
山
口
功
倫
・
籾
井
恵
秀
所
員
、
岩
本
泰
寛
・
石
川
修
道
・
山
田
妙
眞
（
現
地
妙
長
寺
住
職
）
嘱
託
の
参
加
で
、
次
の
コ
ー
ス
で
千
葉

県
内
を
調
査
し
た
。

夷
隅
町
大
野
・
藤
平
家

大
野
光
福
寺

茂
原
市
阪
本
法
華
谷
の
六
老
僧
日
向
上
人
廟
所

長
南
町
笠
森
観
音
（
天
台
宗
）

君
津
市
蔵
玉
の
星
福
山
円
盛
院
（
清
澄
三
虚
空
蔵
の
一
つ
）

君
津
市
加
名
盛
の
道
善
坊
経
塚
（
墓
所
）

久
留
里
妙
長
寺

二
十
九
日
午
後
九
時

十
一
時
ま
で
田
澤
所
長
よ
り
茂
原
を
中
心
と
す
る
宗
教
事
情
、
日
向
上
人
廟
の
環
境
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
次

い
で
石
川
修
道
師
が
、
伝
承
学
の
見
地
か
ら
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
講
義
し
た
。
今
回
は
、
日
蓮
聖
人
の
俗
弟
と
言
わ
れ
る
貫
名
藤
平
重

友
の
末
裔
の
方
々
が
小
湊
よ
り
夷
隅
郡
大
野
村
に
定
住
し
て
い
る
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
、
そ
の
末
裔
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に

ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て
き
た
の
か
を
現
地
に
て
研
究
調
査
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
日
蓮
聖
人
の
師
・
道
善
坊
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物

で
あ
っ
た
の
か
、
古
来
よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
道
善
坊
経
塚
（
墓
所
）
の
霊
跡
を
日
蓮
宗
の
研
究
機
関
で
あ
る
現
代
宗
教
研
究
所
が
調
査

訪
問
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
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宗
祖
の
ご
舎
弟
・
貫
名
藤
平
家
の
伝
承
考

日
蓮
聖
人
は
、
多
く
の
手
紙
を
弟
子
檀
徒
に
送
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
親
兄
弟
へ
の
消
息
文
が
残
っ
て
い
な
い
の
は
不
思
議
で
あ

る
。
訳
が
あ
る
故
に
消
息
文
を
出
さ
れ
な
か
っ
た
か
？

そ
れ
と
も
安
房
国
の
領
家
尼
、
光
日
房
尼
、
清
澄
寺
の
浄
顕
房
な
ど
を
経
て
、

宗
祖
は
、
自
ら
の
消
息
を
伝
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
宗
祖
の
両
親
と
中
山
の
富
木
・
曽
谷
殿
と
情
報
交
流
の
ル
ー
ト
が
あ
り
、
富

木
殿
を
通
じ
て
安
房
国
の
人
々
へ
宗
祖
の
情
勢
が
伝
え
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

日
蓮
聖
人
の
両
親
は
、「
東
条
小
湊
の
浦
の
釣
人
権
頭

ご
ん
の
か
み

」

の
貫
名
重
忠
（
正
嘉
二
年
二
月
十
四
日
歿
）、
母
は
「
清
原
氏
出
身
、
舎

人
親
王
の
後
裔
・
畠
山
一
族
の
大
野
吉
清
の
女
梅
千
代
（
梅
菊
）」

（
文
永
四
年
八
月
十
五
日
歿
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

宗
祖
の
兄
弟
は
四
人
説
、
五
人
説
が
あ
る
。『
小
湊
系
図
』
・
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
は
、

「
長
男
藤
太
重
政
、
次
男
早
世
、
三
男
薬
王
丸
（
日
蓮
）、
四
男
藤
平
重
友
」

の
四
人
説
を
と
り
、『
元
祖
化
導
記
』
・
『
日
蓮
大
士
真
実
伝
』
は
、

「
藤
太
重
政
、
次
男
早
世
、
仲
三
郎
重
仲
（
垂
直
）、
日
蓮
、
藤
平
重
友
」

の
五
人
説
を
記
し
て
い
る
。

し
か
ら
ば
、
出
家
し
た
宗
祖
に
は
妻
子
が
存
ぜ
ぬ
の
は
当
然
だ
が
、
兄
弟
の
子
弟
は
現
在
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

調
査
報
告
が
本
論
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
は
、
宗
祖
一
族
の
末
流
が
上
総
国
に
住
し
て
い
た
の
は
、
い
わ
ば
宗
門
の
常
識
で
あ
っ
た
。
六
牙
院
日
潮
師
の
『
本
化
別

頭
仏
祖
統
紀
』
に
は
、

「
重
友
ハ
貫
名
仲
三
郎
藤
平
ト
呼
ブ
ナ
リ
。
平
ノ
後
裔
豪
富
ニ
シ
テ
子
孫
ノ
居
多
ク
ハ
（
上
）
総
ノ
於
多
喜
（
大
多
喜
）
ニ
住
ス
。
一

族
皆
藤
平
ヲ
以
テ
家
公
ト
ナ
ス
」
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小
川
泰
堂
居
士
の
『
日
蓮
大
士
真
実
伝
』
に
は
、

「（
貫
名
家
）
末
子
を
藤
平
重
友
と
号
し
、
此
ノ
子
孫
藤
平
を
姓
と
し
て
今
猶
上
総
国
大
野
の
郷
に
存
在
せ
り
」

と
あ
る
。

現
在
の
千
葉
県
夷
隅
郡
夷
隅
町
大
野
で
あ
る
。
そ
の
末
流
が
大
多
喜
、
大
原
町
、
長
南
町
、
富
津
市
、
鴨
川
市
、
久
留
里
、
勝
浦
市
、

鋸
南
町
等
に
分
流
し
て
い
っ
た
。

日
蓮
聖
人
の
葬
送
儀
（
弘
安
五
年
十
月
）
の
あ
と
、
日
興
上
人
筆
に
よ
る
『
御
遺
物
配
分
事
』

に
は
、

「
御
き
ぬ
一
、
安
房
国
新
大
夫
入
道

御
き
ぬ
一
、
か
う
し
後
家
尼

御
小
袖
一
、
安
房
国
浄
顕
房

御
小
袖
一
、
同
国
義
成
房

御
小
袖
、
同
国
藤
平
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
玉
沢
妙
法
華
寺
系
の
京
都
本
満
寺
四
十
九
世
境
達
院
日
順
師
の
『
御
書
略
註
』

に
は
、

「
男
金
新
大
夫
入
道
ハ
向
師
ノ
舎
兄

清
澄
ノ
浄
顕
房
ハ
吾
祖
ノ
御
舎
兄

小
湊
ノ
藤
平
ハ
宗
祖
ノ
御
舎
弟
」

と
説
明
し
て
い
る
。
藤
平
氏
系
図
（
藤
平
孝
子
氏
所
蔵
）
に
も

「
重
政
藤
太
ハ
出
家
シ
テ
浄
円
坊
ト
云
フ
。
重
直
ハ
出
家
シ
テ
浄
顕
房
ト
云
フ
」

と
あ
る
。

藤
平
氏
系
図
に
よ
る
と
、
宗
祖
の
弟
・
貫
名
重
友
藤
平
は
、
小
湊
よ
り
夷
隅
大
野
村
に
移
り
、
館
を
構
え
た
と
い
う
。
そ
れ
が
本
宅
で
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あ
る
の
か
別
宅
で
あ
る
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。
重
友
公
の
法
名
・
宗
助
院
日
法
。
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
二
月
二
十
四
日
歿
。
宗
祖
よ

り
五
歳
年
下
と
い
う
。

藤
平
氏
初
代
重
継

安
房
三
郎
と
号
し
、
宗
祖
が
池
上
に
て
臨
滅
の
と
き
、
十
七
歳
で
父
重
友
公
と
共
に
参
集
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
建
武
二
年
（
一
三
三

五
）
七
月
、
北
条
高
時
の
遺
子
時
行
が
北
条
家
再
興
の
た
め
鎌
倉
を
占
領
し
た
「
中
先
代

な
か
せ
ん
だ
い

の
乱
」
の
北
条
時
行
に
属
し
、
小
田
原
に
住
し

た
と
い
う
。
こ
の
乱
は
、
そ
の
の
ち
半
世
紀
に
わ
た
る
南
北
朝
内
乱
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
南
朝
の
後
醍
醐
帝
と
新
田
、
北
条
軍
が
組

し
て
、
北
朝
、
足
利
軍
と
対
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
条
家
は
後
醍
醐
天
皇
よ
り
与
え
ら
れ
た
朝
敵
の
汚
名
を
天
皇
自
身
に
よ
っ
て
拭
わ
れ

た
。
法
名
・
蓮
継
居
士
、
貞
和
五
年
十
一
月
十
八
日
歿
（
一
三
四
九
）。

二
代
重
輝

亀
松
こ
と
喜
平
太
・
喜
右
衛
門
と
号
し
、
足
利
尊
氏
に
属
す
。
法
名
・
蓮
輝
居
士
、
応
永
十
年
五
月
七
日
歿
（
一
四
〇
三
）。

重
輝
は
池
上
本
門
寺
三
世
日
輪
上
人
の
弟
子
・
瑞
竜
院
日
契
（
？

一
三
五
六
）
を
招
き
、
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
三
月
竹
之
沢
に

瑞
竜
庵
を
建
立
す
る
。
今
の
光
福
寺
で
あ
る
。
二
世
は
中
老
僧
日
賢
上
人
が
入
る
。
岩
本
実
相
寺
日
源
師
の
法
弟
に
し
て
雑
司
ケ
谷
法
明

寺
の
開
山
と
な
り
、
清
水
市
松
村
海
長
寺
日
位
の
あ
と
を
受
け
二
世
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
重
輝
の
時
代
は
、
後
醍
醐
天
皇
吉
野
に
崩

じ
、
新
田
義
貞
・
足
利
尊
氏
も
歿
し
、
南
北
朝
統
一
（
一
三
九
二
）
へ
の
時
代
で
あ
る
。

三
代
重
道

安
房
守
、
大
蔵

く

ら

之
烝
と
号
す
。
法
名
・
蓮
道
居
士
、
文
安
元
年
七
月
四
日
歿
（
一
四
四
四
）。
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室
町
将
軍
足
利
義
満
が
南
北
朝
を
統
一
し
、
足
利
一
族
以
外
の
守
護
制
圧
に
の
り
だ
し
た
。
将
軍
と
関
東
管
領
と
の
勢
力
争
い
が
起
こ

り
、
管
領
足
利
満
兼
は
将
軍
義
満
に
謀
反
し
て
上
野
に
出
陣
し
た
。
そ
の
影
に
南
朝
の
残
党
武
士
の
策
道
が
あ
り
、
重
道
は
新
田
相
模
守

等
の
討
伐
に
軍
功
を
挙
げ
た
と
思
わ
れ
る
。
安
房
守
と
任
じ
ら
れ
、
伊
豆
に
二
百
貫
の
領
地
を
拝
領
す
る
。
こ
の
時
、
重
道
の
五
人
男
子

の
う
ち
、
嫡
子
喜
八
郎
重
良
と
次
子
平
右
衛
門
重
照
は
上
野
国
で
討
死
し
た
。

結
城
合
戦
（
一
四
四
〇
）
で
敗
れ
た
里
美
義
実
が
安
房
国
へ
上
陸
し
た
頃
、
す
で
に
藤
平
一
門
は
内
房
の
吉
浜
（
保
田
市
）
に
進
出

し
、
富
士
門
流
妙
本
寺
の
寺
門
経
営
に
多
大
の
寄
進
を
し
て
い
る
こ
と
は
、『
安
房
国

妙
本
寺
文
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

四
代
重
行

左
京
亮
と
号
す
。
明
応
十
年
七
月
五
日
歿
（
一
五
〇
一
）。
法
名
・
泰
山
居
士
。

正
平
年
間
（
一
三
四
六

）
よ
り
関
東
管
領
足
利
基
氏
が
執
事
の
山
内
上
杉
憲
顕
を
安
房
国
の
守
護
に
任
じ
て
以
来
、
安
房
国
は
山

内
上
杉
家
の
配
下
に
あ
っ
た
。
安
房
に
上
陸
し
た
里
見
義
実
が
豪
族
の
神
余
、
安
西
、
丸
、
東
条
の
各
氏
を
制
圧
し
、
ま
も
な
く
上
総
の

夷
隅
も
支
配
し
た
よ
う
で
あ
る
（
文
安
二
年
、
一
四
四
五
以
降
）。
重
行
の
時
代
に
、
夷
隅
と
吉
浜
の
藤
平
一
門
は
里
見
家
々
臣
と
な

る
。五

大
重
安

喜
右
衛
門
と
号
す
。
法
名
・
玄
唱
居
士
。
天
文
七
年
三
月
十
七
日
歿
（
一
五
三
八
）。

重
安
の
時
代
は
、
里
美
家
二
代
成
義
（
一
五
〇
四
歿
）、
三
代
義
通
（
一
五
一
八
歿
）、
四
代
実
堯
（
一
五
三
三
歿
）、
五
大
義
豊
（
一

五
三
四
歿
）
の
時
代
で
あ
る
。
真
里
谷
武
田
氏
に
北
条
早
雲
が
加
勢
し
、
北
条
氏
綱
の
上
総
進
出
に
里
見
実
堯

さ
ね
た
か

は
対
立
し
た
。
そ
し
て
里

見
家
内
乱
が
起
こ
り
、
義
豊
が
叔
父
の
実
堯
を
討
ち

稲
村
の
変
・
一
五
三
三
〉、
翌
年
残
っ
た
家
臣
は
、
北
条
氏
綱
の
力
を
借
り
て
義
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豊
を
討
っ
た

犬
掛
の
合
戦
〉。
こ
の
合
戦
で
藤
平
一
門
は
実
堯
の
子
息
・
里
見
義
堯
に
助
成
し
軍
功
を
挙
げ
、
重
安
の
嫡
子
重
範
は

「
安
房
守
」
に
任
じ
ら
れ
、
千
本
城
主
と
な
っ
た
。

相
模
三
浦
半
島
で
は
、
北
条
早
雲
が
三
浦
家
新
井
城
を
攻
め
、
時
綱
は
安
房
国
正
木
郷
（
館
山
市
）
に
逃
れ
（
永
正
十
三
年
・
一
五
一

六
）、
里
見
家
重
臣
と
な
る
。
こ
れ
が
正
木
大
膳
亮
時
綱
で
、
子
息
の
三
男
時
忠
は
「
養
珠
院
お
万
の
方
」
の
祖
父
に
な
る
。

六
代
重
範

軍
蔵
、
安
房
守
と
号
す
。
上
総
千
本
城
主
。
法
名
・
蓮
常
居
士
。
元
亀
二
年
五
月
六
日
歿
（
一
五
七
一
）。

戦
国
時
代
の
中
で
守
護
職
と
関
東
管
領
職
が
対
立
し
、
仲
裁
役
の
幕
府
が
一
方
に
つ
き
、
室
町
足
利
幕
府
滅
亡
の
時
代
で
あ
る
。

永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
一
向
一
揆
鎮
圧
の
戦
い
で
討
死
し
た
長
尾
能
景
の
子
息
為
景
は
、
父
の
死
に
関
し
て
越
後
守
護
の
上
杉
房
能

を
恨
み
、
反
乱
を
起
こ
し
主
君
房
能
を
自
害
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
弟
を
殺
さ
れ
て
怒
っ
た
関
東
管
領
上
杉
顕
定
は
、
八
千
の
大
兵
を
率

い
て
鉢
形
城
（
埼
玉
県
）
を
出
て
越
後
に
進
出
し
、
弟
の
守
護
房
能
に
背
い
た
者
を
探
し
片
っ
ぱ
し
か
ら
殺
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
越
後

の
武
士
、
農
民
は
土
一
揆
を
起
こ
し
て
顕
定
に
反
抗
し
た
。
越
中
よ
り
佐
渡
に
渡
っ
た
長
尾
為
景
は
戦
備
を
と
と
の
え
進
軍
を
開
始
し

た
。
こ
の
形
勢
を
み
て
、
同
族
で
あ
り
な
が
ら
上
杉
顕
定
方
に
つ
い
た
上
田
坂
戸
町
（
六
日
町
）
の
長
尾
房
長
も
為
景
に
寝
返
り
、
顕
定

軍
は
各
所
で
潰
滅
状
態
に
な
り
、
六
万
騎
山
（
五
日
町
）
の
ふ
も
と
長
森
原
に
追
い
込
ま
れ
て
決
戦
が
展
開
さ
れ
、
上
杉
顕
定
は
高
梨
政

盛
に
首
を
取
ら
れ
、
多
く
の
関
東
軍
、
房
総
軍
が
討
死
し
た
。
こ
の
古
戦
場
跡
に
道
路
拡
張
さ
れ
る
十
数
年
前
ま
で
房
総
兵
の
墓
と
い
わ

れ
る
藤
塚
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
地
で
重
範
の
弟
、
藤
平
重
恒
と
重
利
が
討
死
し
て
い
る
（
一
五
一
〇
）。

こ
の
の
ち
古
河
公
方
の
足
利
晴
氏
は
、
小
弓
御
所
の
足
利
義
明
の
勢
力
増
大
を
恐
れ
、
北
条
氏
綱
に
義
明
討
伐
を
頼
み
、
天
文
七
年
十

月
七
日
（
一
五
三
八
）
第
一
次
国
府
台
合
戦
が
行
な
わ
れ
、
足
利
義
明
は
敗
死
し
、
里
見
義
堯
は
安
房
へ
退
去
し
た
。
藤
平
家
も
、
里
見

軍
と
し
て
参
戦
し
た
。
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七
代
重
国

千
本
城
主
、
東
平
安
芸
守
。
喜
平
太
、
喜
右
衛
門
と
号
す
。
法
名
・
祐
原
院
日
心
居
士
。
慶
長
十
七
年
十
月
二
十
五
日
歿
（
一
六
一

二
）。重

国
の
時
代
は
、
北
条
氏
康
が
房
総
へ
渡
り
里
見
義
堯
の
久
留
里
城
を
攻
め
、
里
見
家
に
天
文
の
内
乱
が
あ
り
、
吉
浜
の
妙
本
寺
日
我

は
諸
所
に
避
難
し
、
妙
本
寺
の
書
籍
、
道
具
は
悉
く
焼
失
し
、
聖
教
櫃
、
皮
籠
笈
な
ど
牛
十
駄
余
り
と
い
う
（
一
五
五
一

五
六
）。

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
正
月
四
日
第
二
次
国
府
台
合
戦
が
始
ま
り
、
正
月
七
日
の
初
戦
で
大
勝
し
た
里
見
軍
は
夜
酒
を
く
み
か
わ
し

休
息
中
、
渡
川
し
た
北
条
軍
に
八
日
未
明
総
攻
撃
を
受
け
、
敗
れ
る
。
里
見
義
弘
は
安
房
国
へ
逃
れ
る
。

里
見
義
弘
は
、
鎌
倉
太
平
寺
の
青
岳
尼
（
小
弓
公
方
足
利
義
明
の
娘
）
を
妻
と
す
る
が
早
世
さ
せ
、
後
室
に
足
利
晴
氏
の
娘
を
迎
え
た

が
子
供
に
恵
ま
れ
ず
、
弟
の
義
頼
を
養
子
と
し
た
。
そ
の
の
ち
千
本
城
主
・
東
平
安
芸
守
（
藤
平
重
国
）
の
妹
（
或
は
娘
）
を
側
室
に
迎

え
て
出
来
た
子
息
が
「
梅
王
丸
」
で
あ
る
。
義
弘
歿
後
（
一
五
七
八
）、
義
頼
は
里
見
八
代
を
継
ぎ
、
梅
王
丸
を
捕
え
て
琵
琶
ヶ
首
に
幽

閉
し
て
領
地
相
続
を
一
人
占
め
し
た
。
こ
れ
に
反
発
し
た
諸
将
は
、「
久
留
里
、
千
本
ノ
両
所
ヲ
根
城
ト
シ
、
東
平
安
芸
守
、
同
右
馬
允

父
子
ヲ
始
、
一
揆
所
々
ニ
蜂
起
」
し
た
と
関
八
州
古
戦
録
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
の
事
件
が
の
ち
に
、
藤
平

一
族
が
里
見
を
離
れ
北
条
方
に
つ
く
原
因
と
な
っ
た
。

国
府
台
合
戦
後
の
永
禄
七
年
末
に
、
正
木
時
忠
も
北
条
と
結
ぶ
方
が
有
利
と
考
え
（
里
見
家
は
家
臣
に
恩
賞
の
授
与
を
渋
っ
た
）、
叛

乱
を
起
こ
し
、
下
総
の
海
上
、
香
取
の
諸
城
を
攻
略
し
た
。
こ
の
間
に
時
忠
は
子
息
の
権
五
郎
時
長
（
の
ち
頼
忠
）
を
人
質
と
し
て
小
田

原
北
条
氏
に
送
っ
た
。
頼
忠
は
北
条
氏
綱
の
次
男
、
治
部
大
輔
氏
隆
の
娘
と
結
ば
れ
、
上
総
勝
浦
城
で
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
四
月
四

日
に
生
ま
れ
た
の
が
、「
養
珠
院
お
万
の
方
」
で
あ
る
。

里
見
系
図
に
よ
る
と
、
里
見
義
弘
に
弟
の
義
頼
が
養
子
に
入
り
、
次
に
梅
王
丸
が
誕
生
す
る
。
梅
王
丸
の
次
に
正
木
頼
忠
も
義
弘
の
養

子
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
藤
平
氏
も
正
木
氏
も
共
に
里
見
の
重
臣
で
あ
り
、
梅
王
丸
を
通
じ
て
縁
籍
と
な
っ
て
い
る
。
宗
祖
の
弟
・
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藤
平
家
の
法
華
信
仰
が
、
梅
王
丸
・
頼
忠
を
通
し
て
お
万
の
方
へ
流
伝
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

重
国
の
弟
、
重
房
は
久
留
里
藤
平
家
の
祖
と
な
り
、
永
禄
三
年
頃
（
一
五
六
〇
）
定
住
し
た
と
言
わ
れ
る
。
次
弟
の
重
盛
（
守
）
は
、

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
小
田
原
北
条
氏
滅
亡
の
時
討
死
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
重
忠
の
子
息
、
重
胤
等
一
五
〇
騎
を
率
い
て
小
田
原
よ

り
埼
玉
の
北
条
氏
支
城
の
松
山
城
（
東
松
山
市
）
の
応
援
に
駆
け
つ
け
、
玉
川
村
の
小
倉
山
に
入
り
開
城
し
た
と
言
わ
れ
る
。

八
代
重
忠

左
京
と
号
し
、
千
本
城
主
。
法
名
・
祐
光
院
日
善
居
士
。
元
和
元
年
四
月

九
日
歿
（
一
六
一
五
）。

父
の
重
国
、
重
忠
と
そ
の
子
息
達
は
、
梅
王
丸
事
件
以
来
里
見
家
に
反
感
を
懐
く
。
梅
王
丸
事
件
に
代
表
さ
れ
る
一
連
の
里
見
義
頼
の

や
り
方
に
反
発
し
た
の
が
、
大
多
喜
城
主
正
木
憲
時
で
あ
る
。
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
七
月
、
叛
旗
を
翻
し
た
。
正
木
家
は
国
府
台
合

戦
で
金
山
城
主
・
正
木
弘
季
を
失
い
、
里
見
義
弘
を
救
っ
た
正
木
時
茂
、
討
死
し
た
子
息
の
大
太
郎
に
里
見
か
ら
何
の
恩
賞
が
無
い
ば
か

り
か
、
む
し
ろ
疎
ん
じ
ら
れ
た
。
長
い
間
の
盟
友
上
杉
謙
信
を
裏
切
り
、
天
敵
北
条
氏
と
の
「
房
相
同
盟
」（
天
正
五
年
・
一
五
七
七
）
が

起
因
と
考
え
ら
れ
る
。

正
木
家
と
同
じ
よ
う
に
里
見
家
重
臣
で
あ
っ
た
万
木
城
（
夷
隅
町
）
の
土
岐
頼
定
は
、
国
府
台
合
戦
後
、
里
見
義
弘
と
反
目
し
、
北
条

と
結
ぶ
よ
う
に
な
る
。
土
岐
為
頼
も
歿
し
、
頼
春
が
土
岐
家
当
主
に
な
る
と
、
里
見
家
も
義
弘
、
義
頼
の
あ
と
義
康
が
当
主
と
し
て
天
正

十
六
年
万
木
城
を
攻
め
た
。
こ
の
あ
と
土
岐
頼
春
よ
り
千
本
城
主
の
藤
平
重
国
・
重
忠
に
加
勢
の
願
い
が
再
三
あ
り
、
北
条
氏
政
か
ら
の

下
知
も
あ
り
、
重
国
・
重
忠
は
子
息
の
重
祐
、
重
郷
、
重
共
ら
一
門
を
率
い
て
、
天
正
十
七
年
三
月
七
日
万
木
城
に
到
着
。
重
房
は
留
守

居
と
し
て
千
本
城
に
残
る
。
六
月
里
見
軍
は
出
陣
し
た
が
、
土
岐
・
藤
平
軍
が
発
坂
峠
で
迎
え
撃
破
し
た
。

こ
の
天
正
十
七
年
に
は
、
北
条
の
部
将
猪
保
範
直
は
真
田
昌
幸
の
名
胡
桃

な
く
る
み

城
（
群
馬
県
）
を
奪
い
、
こ
れ
に
激
怒
し
た
豊
臣
秀
吉
は
十
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一
月
二
十
四
日
、
北
条
氏
討
伐
の
布
告
を
出
し
た
。
徳
川
家
康
は
翌
十
八
年
二
月
七
日
、
駿
府
よ
り
小
田
原
に
出
陣
し
た
。
土
岐
頼
春
並

び
に
藤
平
一
門
、
そ
し
て
下
総
の
雄
、
千
葉
氏
一
族
も
、
北
条
氏
政
・
氏
直
父
子
の
要
請
に
よ
り
小
田
原
城
に
馳
せ
参
じ
た
。
長
期
間
籠

城
策
の
北
条
軍
も
徹
底
抗
戦
か
ら
降
伏
へ
と
流
れ
が
変
わ
り
、
七
月
六
日
小
田
原
城
明
け
渡
し
、
翌
七
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
城
兵
は
退

去
し
て
い
っ
た
。
十
一
日
に
は
、
北
条
氏
政
（
五
十
三
才
）
と
氏
照
（
五
十
一
才
）
は
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

小
田
原
よ
り
帰
郷
し
た
藤
平
重
国
、
重
忠
、
重
祐
等
は
、
千
本
城
に
留
ま
ら
ず
、
大
野
村
隨
領
に
蟄
居
し
、
重
共
は
祖
父
重
国
、
父
重
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忠
と
大
野
村
横
宿
に
住
し
た
。
こ
の
大
野
村
横
宿
は
池
上
本
門
寺
八
世
常
在
院
日
調
上
人
（
一
四
二
八

一
五
〇
一
）
の
生
誕
地
で
あ

り
、
瑞
竜
庵
五
世
と
な
っ
た
日
調
上
人
は
、
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
庵
を
竹
之
沢
よ
り
現
在
の
台
地
に
移
し
、
院
号
を
改
め
、
栄
久

山
光
福
寺
と
し
た
。
藤
平
一
族
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
に
は
南
北
朝
時
代
、
足
利
方
に
つ
い
た
狩
野
氏
が
、
伊
北
・
伊
南
の

主
と
し
て
大
野
城
に
住
ん
で
い
た
。
日
調
上
人
の
父
は
狩
野
叡
昌
の
子
息
狩
野
伯
耆
守
（
朗
舜
）、
母
は
足
利
氏
の
娘
（
祐
幸
）
で
あ

る
。
朗
舜
の
妹
・
理
哲
尼
の
子
が
、「
稚
児
貫
主
」
と
い
わ
れ
た
池
上
・
比
企
谷
七
世
の
日
寿
上
人
で
あ
る
。
鍋
冠
り
日
親
上
人
（
一
四

〇
七

一
四
八
八
）
の
京
都
本
法
寺
は
、
後
花
園
天
皇
よ
り
四
条
高
倉
の
地
を
賜
り
、
本
阿
弥
清
信
と
狩
野
家
の
多
大
な
寄
進
に
よ
り
創

建
さ
れ
た
。
よ
っ
て
狩
野
叡
昌
の
名
に
因
ん
で
「
叡
昌
山
」
の
山
号
と
な
っ
た
。

万
木
城
の
土
岐
頼
春
は
小
田
原
城
落
城
後
、
城
を
焼
き
払
っ
て
常
陸
へ
落
ち
た
と
い
う
。
一
方
、
豊
臣
秀
吉
方
に
つ
い
た
里
見
義
康

は
、
小
田
原
の
秀
吉
本
陣
へ
遅
参
し
、
上
総
国
は
没
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
天
正
十
八
年
八
月
一
日
、
徳
川
家
康
は
江
戸
城
へ
入
城
し
、

十
五
日
に
は
諸
将
を
関
東
各
地
に
配
し
た
。
上
総
の
佐
貫
城
に
は
内
藤
家
長
、
久
留
里
城
に
は
大
須
賀
康
高
、
大
多
喜
城
に
は
本
多
忠

勝
、
勝
浦
城
に
は
本
多
忠
勝
に
仕
官
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
重
忠
の
子
息
三
人
、
重
祐
、
重
郷
、
重
武
が
家
臣
と
な
る
。
の
ち
重
祐
、
重

郷
は
帰
農
す
る
。
重
武
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
合
戦
に
、
主
君
忠
勝
と
参
陣
す
る
。
そ
し
て
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
大

阪
城
夏
の
陣
が
始
ま
り
、
五
月
七
日
、
大
阪
天
王
寺
口
に
お
い
て
東
軍
の
第
一
戦
列
の
本
多
出
雲
守
忠
朝
に
従
い
、
第
一
軍
に
い
た
。
藤

平
治
右
衛
門
重
武
（
源
五
郎
）
で
あ
る
。
西
軍
の
毛
利
勝
永
軍
と
対
陣
し
、
正
午
に
銃
撃
戦
で
始
ま
り
、
双
方
の
槍
隊
が
突
入
、
激
戦
が

展
開
さ
れ
た
。
こ
の
激
戦
に
、
本
多
忠
朝
軍
の
名
あ
る
部
将
が
倒
れ
た
。

小
野
勘
解
由
、
加
藤
忠
左
衛
門
、
藤
平
治
右
衛
門
、
臼
杵
七
兵
衛
、
中
根
権
兵
衛
、
石
川
半
弥
、
山
崎
半
右
衛
門
、
大
原
長
五
郎
、
稲

毛
市
郎
兵
衛
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
模
様
は
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」「
譜
諜
余
録
」「
大
坂
御
陣
覚
書
」
等
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
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藤
平
治
右
衛
門
重
武

元
和
元
年
五
月
七
日
（
一
六
一
五
）
大
阪
城
夏
の
陣
に
て
討
死
。
法
名
・
蓮
乗
院
日
生
。
天
王
寺
の
一
心
寺
に
重
武
の
墓
あ
り
と
伝
わ

る
。
九
代
重
祐
の
末
弟
な
り
。

九
代
重
祐

喜
右
衛
門
と
号
し
、
本
多
忠
勝
に
仕
え
、
の
ち
大
野
村
川
崎
を
開
発
す
る
。
寛
永
八
年
三
月
二
十
二
日
歿
（
一
六
三
一
）。
法
名
・
蓮

心
院
日
祐
。

川
崎
系
よ
り
屋
号
「
祖
父
母

ぢ

ぢ

ぼ

」
が
出
る
。
藤
平
真
平
氏
（
嘉
永
六
年
生
）
は
中
川
村
々
長
を
経
て
千
葉
県
県
議
会
議
員
と
な
り
、
大
正

十
年
頃
「
上
総
水
電
株
式
会
社
」
を
創
立
。
昭
和
十
七
年
関
東
配
電
（
の
ち
東
京
電
力
）
に
合
併
さ
れ
た
。
藤
平
孝
子
氏
活
躍
中
な
り
。

現
当
主
、
藤
平
俊
之
氏
。

九
代
の
弟
重
胤

右
近
と
号
す
。
小
田
原
城
落
城
の
時
、
重
盛
と
共
に
討
死
と
伝
わ
る
が
、
埼
玉
玉
川
村
小
倉
城
に
入
る
。
子
孫
の
屋
号
「
お
や
し

き
」。
江
戸
時
代
は
代
官
所
与
力
と
伝
わ
る
。
現
当
主
、
藤
平
高
三
氏
。

九
代
の
弟
重
郷

藤
之
烝
と
号
す
。
正
保
二
年
十
月
一
日
歿
（
一
六
四
五
）。
法
名
・
覚
蔵
院
日
印
。

本
多
忠
勝
に
仕
え
、
の
ち
大
野
村
金
谷
を
開
発
す
る
。
子
孫
は
勝
浦
藤
平
の
祖
と
な
る
、
元
禄
時
代
、
南
山
田
の
寺
（
真
言
宗
）
を
改

宗
さ
せ
、
池
上
本
門
寺
よ
り
住
職
を
迎
え
、
大
法
寺
と
す
る
。
中
村
檀
林
日
本
寺
に
多
大
の
供
養
米
を
提
し
、
外
護
す
る
。
子
孫
の
藤
平
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東
作
氏
は
明
治
十
一
年
、
夷
隅
郡
の
法
花
村
、
貝
掛
村
、
南
山
田
村
、
荒
川
村
、
中
島
村
の
五
村
連
合
の
戸
長
と
な
り
、
県
議
会
議
員
と

な
る
。
現
当
主
、
藤
平
静
雄
・
達
夫
氏
。（
埼
玉
都
幾
川
村
）

九
代
の
弟
重
共

平
右
衛
門
と
号
す
。
元
和
三
年
二
月
十
三
日
歿
（
一
六
一
七
）。
法
名
・
了
善
院
日
祐
。

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
七
月
万
木
城
落
城
の
後
、
祖
父
重
国
、
父
重
忠
を
介
抱
し
て
大
野
村
川
崎
に
入
り
、
文
禄
四
年
（
一
五
九

四
）
三
月
横
宿
に
住
す
。
重
共
の
系
統
に
三
系
あ
り
。

南
中
興
の
平
右
衛
門
系
。

向
島
む
か
い
じ
ま

の
祖
は
新
次
郎
系
。
現
当
主
、
藤
平
栄
治
・
や
す
子
氏
。

古
込
の
祖
は
勘
五
郎
系
。
も
と
身
延
山
庶
務
部
長
・
藤
平
賢
栄
上
人
は
鴨
川
妙
昌
寺
住
職
。
現
当
主
、
藤
平
存
秀
師
・
悦
子
氏
。

※
久
留
里
藤
平
家
は
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
に
定
住
し
た
と
伝
わ
る
。
子
孫
の
藤
平
量
三
郎
氏
は
明
治
七
年
生
ま
れ
。
久
留
里
水
力
電

気
株
式
会
社
創
立
。
大
正
四
年
よ
り
久
留
里
町
々
長
。
大
正
十
三
年
君
津
政
友
会
に
推
さ
れ
て
千
葉
県
県
議
会
議
員
と
な
り
、
一
期
目

の
同
十
五
年
二
月
県
議
会
議
長
に
就
任
。
上
総
町
（
久
留
里
、
松
丘
、
亀
山
）
の
名
誉
町
民
。
現
当
主
、
藤
平
実
・
量
郎
氏
。

（
藤
平
家
先
祖
の
歿
年
は
、
系
図
に
よ
り
多
少
の
差
異
が
あ
る
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、
藤
平
家
に
関
し
て
次
の
事
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
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夷
隅
町
大
野
・
藤
平
家

藤
平
家
代
々
の
墓
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夷
隅
町
大
野
・
光
福
寺

（
左
端
）
光
福
寺

大
井
文
彦
住
職



─ ─

一
、
宗
祖
の
血
脈
を
継
ぎ
、
宗
祖
よ
り
文
永
八
年
十
月
筆
の
本
尊
と
御
形
見
の
小
袖
を
相
伝
し
て
い
る
家
系
で
あ
る
。

一
、
宗
祖
の
ご
舎
弟
、
重
友
藤
平
の
時
代
よ
り
武
士
で
あ
り
、
北
条
家
、
里
見
家
、
本
多
家
に
仕
え
た
。

一
、
宗
祖
の
い
う
「
旃
陀
羅
が
子
な
り
」
と
は
、
む
し
ろ
東
条
厨

み
く
り
や

の
漁
業
（
鵜
飼

う
か
い

、
江
人

え
び
と

、
網
代

あ
じ
ろ

）
を
統
率
す
る
官
職
の
内
膳
司

な
い
ぜ
ん
し

に
関

係
し
た
民
部
大
輔
や
蔵
人
や
滝
口
に
関
係
し
て
い
た
の
が
貫
名
家
で
あ
ろ
う
。

一
、
そ
の
昔
よ
り
、
吉
浜
妙
本
寺
、
中
村
檀
林
、
勝
浦
大
宝
寺
、
光
福
寺
、
池
上
本
門
寺
な
ど
の
日
蓮
教
団
の
外
護
者
で
あ
っ
た
。

一
、
狩
野
家
、
正
木
家
と
因
縁
深
き
関
係
が
あ
っ
た
。

一
、
明
治
以
降
、
鉄
道
建
設
や
水
力
発
電
、
県
議
会
議
員
な
ど
社
会
貢
献
が
高
い
。

日
向
上
人
廟

日
向
上
人
は
、
日
蓮
聖
人
の
縁
者
と
伝
え
ら
れ
る
。
父
男
金

お
が
ね

藤
三
郎
は
貫
名
重
忠
の
弟
と
伝
え
ら
れ
、
鴨
川
の
男
金
に
住
し
「
男
金
お
が
ね

」

と
称
し
た
。
茂
原
の
小
林
民
部
は
祖
父
。
藻
原
寺
開
基
・
斉
藤
遠
江
守
兼
綱
、
隅
田
五
郎
時
光
は
藤
原
系
の
一
族
と
言
わ
れ
て
い
る
。
小

湊
バ
ス
で
茂
原
駅

上
永
吉

長
南
営
業
所
の
「
法
華
谷や
つ

」
下
車
、
徒
歩
五
分
に
日
向
上
人
廟
が
あ
る
。
日
向
上
人
は
宗
祖
七
回
忌
に
身

延
二
世
と
な
り
、
藻
原
・
身
延
を
兼
任
し
た
。
身
延
を
大
進
阿
闍
梨
日
進
に
譲
り
、
長
南
町
坂
本
「
法
華
谷
」
に
隠
世
。
妙
光
寺
（
明
治

二
年
藻
原
寺
と
改
称
）
は
隅
田
五
郎
の
長
男
・
中
老
僧
丹
羽
阿
闍
梨
日
秀
が
継
ぎ
、
日
向
上
人
は
正
和
三
年
九
月
三
日
（
一
三
一
四
）
六

十
二
歳
で
寂
す
。
坂
本
は
日
向
上
人
の
母
君
の
出
身
地
と
伝
わ
る
が
、
不
詳
で
あ
る
。
バ
ス
停
の
道
は
拡
張
さ
れ
以
前
よ
り
明
る
く
な

り
、
周
囲
は
蓮
沼
で
あ
る
。
そ
の
奥
の
山
林
に
、
横
穴
式
廟
が
岩
扉
で
封
閉
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
向
上
人
終
焉
の
地
を
法
華
谷
法
華
寺

と
し
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
藻
原
寺
と
合
併
、「
向
尊
殿
」
の
堂
が
建
っ
て
い
る
。
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笠
森
観
音

笠
森
観
音
は
、
建
長
五
年
四
月
二
十
八
日
清
澄
山
に
て
立
教
開
宗
し
た
日
蓮
聖
人
が
、
地
頭
東
條
景
信
に
擯
出
さ
れ
、
浄
顕
房
・
義
浄

茂
原
市
阪
本
・
日
向
上
人
廟
所

同
上
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房
に
導
び
か
れ
下
山
し
、
笠
森
観
音
堂
ま
で
避
難
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
茂
原
の
住
人
・
隅
田
五
郎
時
光
が
宗
祖
の
来
寺
を
知
り
、
説
法

を
聞
き
信
者
と
な
り
、
斉
藤
兼
綱
・
小
林
民
部
宅
へ
案
内
し
た
と
、
笠
森
寺
縁
起
（
元
亀
二
年
・
一
五
七
一
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮

聖
人
と
隅
田
時
光
公
と
の
対
面
絵
馬
は
、
縦
一
二
〇

横
一
五
〇

。
県
下
で
二
番
目
に
古
い
絵
馬
で
あ
る
。
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
伝

教
大
師
最
澄
が
楠
の
霊
木
で
十
一
面
観
音
像
を
刻
み
、
山
上
に
安
置
し
開
基
さ
れ
た
。
観
音
堂
は
長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）、
後
一
條
天

皇
の
勅
願
に
よ
り
、
日
本
唯
一
の
「
四
方
懸
造

か
け
つ
く
り

」
堂
で
あ
る
。
上
総
の
国
司
が
赴
任
し
長
南
郡
を
視
察
し
た
時
、
笠
森
で
田
植
の
娘
が

目
に
止
ま
っ
た
。
娘
の
顔
は
後
一
条
天
皇
が
先
年
亡
く
し
た
皇
后
の
顔
に
生
き
映
し
で
あ
っ
た
。
国
司
は
後
一
条
帝
に
報
告
し
、
そ
の
娘

（
於
茂
利

お

も

り

）
を
宮
中
に
奉
職
さ
せ
た
。
帝
は
大
変
嬉
び
、
於
利
も
そ
れ
に
応
え
た
。
後
一
条
帝
は
娘
に
、
生
国
上
総
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

娘
は
故
郷
に
観
音
像
が
祀
ら
れ
、
村
民
の
信
仰
を
あ
つ
め
、
そ
の
観
音
像
は
露
座
に
安
置
さ
れ
、
雨
が
降
る
と
村
民
が
濡
れ
な
い
よ
う
に

笠
を
か
ぶ
せ
る
の
で
す
と
答
え
た
。
帝
は
村
民
の
信
仰
を
誉
め
、
後
一
条
帝
の
勅
願
と
し
て
巨
岩
の
頂
上
に
「
四
方
懸
造

か
け
づ
く
り

」
の
観
音
堂

を
建
立
し
、
笠
森
観
音
堂
と
命
名
さ
れ
た
。
そ
の
娘
の
家
の
生
業

な
り
わ
い

は
、「
箕み

作
り
」
で
あ
っ
た
。「
箕み

作
り
」
は
、
古
代
よ
り
山
の
民
・

山
窩

さ
ん
か

の
代
表
的
職
で
あ
る
。
笠
森
に
平
安
・
鎌
倉
期
に
、
定
住
す
る
山
窩
の
人
々
が
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
山
窩
の
人
々
が
歩
く

情
報
網
と
し
て
の
「
山
窩
道
」
が
、
小
湊
の
旃
陀
羅
別
所

天
津

清
澄
山

麻
綿
原

横
頼

黄
和
田

養
老

笠
森

茂
原

長
柄

の
別
所
と
通
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
蓮
聖
人
は
清
澄
寺
時
代
よ
り
、
山
窩
の
人
々
と
親
交
し
、
彼
ら
に
護
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
建
長
五
年
の
立
教
開
宗
時
、
地
頭
・
東
條
景
信
の
迫
害
に
も
危
機
を
脱
し
、
笠
森
観
音
堂
ま
で
避
難
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

蔵
玉
の
虚
空
蔵
尊

清
澄
寺
が
真
言
宗
時
代
、
地
元
の
人
々
が
「
清
澄
の
三
虚
空
蔵
参
り
」
と
し
て
巡
礼
し
て
い
た
一
つ
で
あ
る
。
君
津
市
蔵
玉
に
あ
る
星

福
山
円
盛
院
（
智
山
派
）
で
あ
る
。
千
葉
県
指
定
の
有
形
文
化
財
「
木
造
虚
空
蔵
菩
薩
像
」
は
像
高
八
六
・
八

の
か
や
材
の
寄
木
造
り
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で
、
後
土
御
門
天
皇
の
応
仁
三
年
（
一
四
六
九
）
像
能
満
の
作
と
伝

え
ら
れ
る
。
円
盛
院
は
仁
明
天
皇
の
承
和
三
年
（
八
三
六
）
に
天
台

僧
円
仁
の
開
創
と
伝
わ
る
。
清
澄
山
を
源
流
と
す
る
小
櫃

お
び
つ

川
上
流
の

蔵
王
に
あ
る
。
産
鉄
地
名
の
「
釜
生

か
ま
お
い

」
が
隣
地
で
、
附
近
に
は
産
鉄

地
名
が
残
っ
て
い
る
。
虚
空
蔵
信
仰
は
平
安
時
代
よ
り
こ
の
地
に

有
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
虚
空
蔵
信
仰
を
有
し
た
日
蓮
聖
人
も
清
澄

修
行
時
代
、
山
岳
信
仰
と
し
て
三
虚
空
蔵
巡
礼
（
廻
峯
行
）
し
て
い

る
筈
で
あ
る
。
こ
の
蔵
玉
を
通
過
し
て
道
善
坊
有
縁
地
（
現
在
の
久

留
里
・
加
名
盛
）
に
参
拝
し
て
い
る
。
そ
こ
が
「
報
恩
抄
送
状
」
・

「
華
果
成
就
御
書
」
に
言
う
「
道
善
坊
墓
」（
経
塚
）
の
「
嵩
盛

た
か
も
り

」
で

あ
る
。「

道
善
坊
墓
」（
経
塚
）
に
つ
い
て

君
津
市
加
名
盛
に
古
来
、
道
善
坊
墓
と
伝
え
ら
れ
る
経
塚
が
あ

る
。
昭
和
二
年
、
立
正
大
学
教
授
稲
田
海
素
師
は
、
仙
台
の
本
山
孝

勝
寺
後
住
問
題
で
小
湊
誕
生
寺
の
会
議
に
出
席
し
、
翌
日
当
時
真
言

宗
の
清
澄
寺
を
参
拝
、
役
僧
と
面
談
し
、
道
善
墓
の
存
在
を
知
り
、

加
名
盛
の
道
善
墓
を
訪
れ
る
の
で
あ
る
。
墓
（
経
塚
）
を
管
理
す
る

本
吉
初
太
郎
氏
に
世
話
に
な
り
、
帰
郷
す
る
。
本
吉
家
所
蔵
の
「
道

君
津
市
蔵
玉
・
星
福
山
円
盛
院
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善
坊
塚
縁
起
」
に
よ
る
と
、「
清
澄
の
蓮
長
法
師
（
廿
六
歳
・
日
蓮
）
は
高
水
村
の
藤
井
図
書
と
い
う
人
物
に
会
い
、
宗
祖
は
心
願
に
よ

り
て
妙
経
一
部
を
書
写
し
て
埋
経
し
た
い
と
図
書
の
高
水
村
ま
で
来
た
が
、
隣
の
上
関

う
わ
ぜ
き

村
・
本
吉
藤
太
夫
正
久
所
有
の
山
林
が
よ
り
適
地

な
り
と
宗
祖
は
感
得
し
、
妙
経
一
部
書
写
の
経
石
を
埋
め
大
願
成
就
（
天
下
泰
平
、
玉
体
安
全
等
）
し
た
と
言
う
。
法
治
元
年
（
一
二
四

七
）
十
月
十
三
日
の
こ
と
な
り
。
そ
れ
以
来
、
山
頂
よ
り
光
明
を
放
っ
た
と
伝
わ
る
。
宗
祖
の
師
・
道
善
坊
が
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）

三
月
十
六
日
入
寂
す
る
と
、
同
七
月
二
十
一
日
に
報
恩
抄
を
撰
述
し
、
二
十
六
日
に
報
恩
抄
送
状
を
記
し
、
日
向
・
日
実
上
人
が
清
澄
に

到
着
し
た
の
は
八
月
二
日
で
あ
っ
た
。
浄
顕
坊
・
義
浄
坊
も
列
座
し
て
墓
前
に
て
報
恩
抄
を
誦
し
回
向
す
。
清
澄
寺
は
ま
だ
東
條
景
信
一

族
の
影
響
を
受
け
、
宗
祖
の
納
経
塚
を
建
立
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
宗
祖
は
報
恩
抄
送
状
に
、
報
恩
抄
二
遍
三
遍
は
「
嵩

森
」
に
て
誦
す
べ
し
と
命
じ
て
い
る
。
翌
三
年
三
月
三
日
に
上
関

う
わ
ぜ
き

村
本
吉
藤
太
夫
正
久
の
「
嵩
森
た
か
も
り

」
に
宗
祖
の
名
代
と
し
て
中
老
僧
日
実

上
人
が
道
善
塚
（
経
塚
）
を
築
き
、
同
二
十
八
日
に
正
久
山
弘
妙
院
妙
長
寺
を
建
立
し
た
。
本
吉
正
久
は
道
善
坊
・
宗
祖
と
同
じ
く
虚
空

蔵
菩
薩
を
信
仰
し
て
お
り
、
の
ち
身
延
の
日
蓮
聖
人
を
訪
ね
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
法
華
円
頓
の
文
、
四
仏
見
の
文
を
以
っ
て
開
眼
し
て
頂

い
た
」（
取
意
）
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
道
善
坊
塚
縁
起
」
は
池
上
本
門
寺
六
世
延
命
院
日
行
上
人
（
一
四
三
四
寂
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
日
行
上
人
は
上
総
巡

錫
し
、
市
原
に
妙
長
寺
、
夷
隅
に
円
隆
寺
を
開
基
し
て
い
る
。
そ
の
折
、
道
善
墓
に
詣
で
て
い
る
。
本
吉
正
久
が
虚
空
蔵
信
仰
を
抱
い
て

い
た
と
す
れ
ば
、
彼
は
当
然
の
事
な
が
ら
清
澄
寺
本
尊
の
虚
空
蔵
菩
薩
も
参
拝
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
そ
こ
で
道
善
坊
と
も
旧
知
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
蓮
聖
人
の
要
請
に
応
じ
て
道
善
墓
（
経
塚
）
を
許
認
す
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
道
善
坊
は
日
蓮
聖
人
の
師

で
あ
っ
て
も
清
澄
寺
の
山
主
で
は
な
い
。
報
恩
抄
に
「
故
道
善
房
は
…
…
き
わ
め
て
臆
病
な
り
し
上
、
清
澄
を
は
な
れ
じ
と
執
せ
し
人
な

り
。
地
頭
（
東
條
）
景
信
が
お
そ
ろ
し
さ
と
い
ひ
、
提
婆
・
瞿
伽
梨

く
ぎ
や
り

に
こ
と
な
ら
ぬ
、
円
智
・
実
成
が
上
と
下
と
に
居
て
お
ど
せ
し
を
、

あ
な
が
ち
に
お
そ
れ
て
」
と
あ
る
通
り
、
清
澄
寺
在
職
の
円
智
坊
・
実
成
坊
か
ら
日
蓮
聖
人
の
開
宗
初
説
法
を
責
め
ら
れ
、
日
蓮
支
援
を

貫
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
あ
る
。
道
善
坊
が
清
澄
寺
山
主
な
ら
一
山
の
反
対
派
を
抑
制
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
出
来
な
か
っ
た
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と
言
う
事
は
、
道
善
坊
は
清
澄
寺
山
内
の
諸
仏
坊
の
坊
主
、
又
は
道
善
坊
の
坊
主
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
道
善
坊
の
墓

は
諸
仏
坊
の
近
く
に
有
る
べ
き
だ
ろ
う
。
現
在
は
そ
の
諸
仏
坊
の
存
在
位
置
が
不
明
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
、
阿
仏
房
、
富
木
常
忍
の
母
の

如
く
で
あ
れ
ば
、
道
善
坊
も
死
後
焼
骨
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
す
れ
ば
建
治
三
年
三
月
、
日
蓮
聖
人
が
師
匠
報
恩
の
た
め
に
上
関
村
に
道
善

墓
（
経
塚
）
を
築
く
際
に
、
師
の
舎
利
骨
を
移
す
（
分
骨
を
含
め
て
）
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
弟
子
の
浄
顕
坊
、
義
浄
坊
も
そ
れ
を
認
め

た
で
あ
ろ
う
。
君
津
市
加
名
盛
（
上
関
村
）
に
道
善
坊
遺
骨
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
昭
和
二
年
時
点

で
真
言
宗
清
澄
寺
役
僧
が
稲
田
海
素
立
正
大
教
授
に
道
善
墓
の
存
在
（
松
丘
の
上
関
村
・
経
塚
）
を
告
げ
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は

師
・
道
善
坊
の
死
去
報
告
を
受
け
た
と
き
、

「
彼
人
（
道
善
坊
）
の
御
逝
去
と
き
く
に
は
、
火
に
も
入
り
、
水
に
も
沈
み
、
は
し
り
（
走
）
た
ち
て
も
ゆ
ひ
て
、
御
は
か
（
墓
）
を

も
た
ゝ
い
て
経
を
も
一
巻
読
誦
せ
ん
と
を
も
へ
ど
」（
報
恩
抄
）

と
、
そ
の
時
の
心
境
を
述
べ
て
い
る
。
報
恩
抄
送
文
に
、

「
御
ま
へ
（
浄
顕
坊
）
と
義
浄
坊
と
二
人
、
此
御
房
（
日
向
・
日
実
）
を
よ
み
て
と
し
て
、
嵩
も
り
（
森
）
の
頂
に
て
二
三
遍
、
又
故

道
善
御
房
の
御
は
か
（
墓
）
に
て
一
遍
よ
ま
せ
さ
せ
給

ヒ

て
は
、
此
御
房
に
あ
づ
け
さ
せ
て
給

ヒ

て
つ
ね
に
御
聴
聞
候
へ
。」

弘
安
元
年
四
月
の
華
果
成
就
御
書
に
、

「
さ
て
は
建
治
の
比こ

ろ

、
故
道
善
房
聖
人
の
た
め
に
（
報
恩
抄
上
下
）
二
札
か
き
つ
か
は
し
奉
り
候
を
、
山
高
き
森
に
て
よ
ま
せ
給
ヒ

て

候
よ
し
悦

ヒ

入
ツ
テ

候
。」

こ
こ
に
言
う
「
嵩
森
」
と
は
清
澄
寺
よ
り
六
里
程
は
な
れ
た
加
名
盛
（
上
関
村
）
の
森
を
指
し
、
日
蓮
聖
人
が
妙
経
を
小
石
に
書
写

（
一
字
一
石
）
し
た
経
塚
の
道
善
墓
を
示
し
て
い
る
。
上
関
村
の
住
人
は
、
明
治
・
大
正
期
に
は
清
澄
山
系
の
樵き

こ
り

の
作
業
も
し
て
い

た
。
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君
津
市
加
名
盛
・
道
善
坊
経
塚
（
墓
所
）
遠
景

道
善
坊
経
塚
（
墓
所
）



─ ─

道
善
坊
塚
縁
起
書

道
善
坊
経
塚
出
土
・
経
石
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妙
長
寺

本
吉
家
古
文
書
に
は
、
次
の
如
く
久
留
里
・
妙
長
寺
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
日
蓮
聖
人
経
塚
ニ
来
リ
テ
道
善
ノ
石
碑
ヲ
設
ケ
、
傍
ニ
一
寺
ヲ
建
立
シ
正
久
山
弘
妙
院
妙
長
寺
ト
号
シ
タ
リ
。
弘
安
五
年
十
月
十
三

日
聖
人
池
上
ニ
於
テ
入
滅
シ
給
ヒ
テ
後
三
年
、
直
弟
日
實
上
人
来
リ
テ
祖
師
ノ
御
絵
像
及
ビ
南
無
妙
法
蓮
華
経
ノ
掛
物
（
祖
師
日
蓮
聖
人

ノ
本
尊
）
ヲ
正
久
ニ
授
ケ
、
当
家
ノ
霊
宝
タ
リ
。
日
實
上
人
来
リ
シ
後
、
七
十
四
年
ヲ
経
テ
、
即
チ
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
池
上
六
世

日
行
上
人
当
地
ニ
来
リ
給
ヒ
テ
寺
ノ
大
破
ヲ
見
テ
、
久
留
里
陣
田
村
ニ
一
宇
ノ
精
舎
ヲ
建
立
シ
テ
正
久
山
弘
妙
院
妙
長
寺
ト
言
フ
。
上
関

う
わ
ぜ
き

村
ヨ
リ
引
キ
寺
ト
ス
。」

こ
の
文
書
に
言
う
「
祖
師
の
本
尊
・
絵
像
」
が
本
吉
家
に
授
与
さ
れ
た
の
は
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
の
事
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
七
十

四
年
を
経
る
と
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
で
あ
り
、
永
享
六
年
で
は
な
い
。
日
実
上
人
の
あ
と
道
善
墓
を
訪
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
池
上

三
世
大
経
院
日
輪
上
人
で
あ
ろ
う
。
日
輪
上
人
は
平
賀
忠
晴
の
次
子
、
経
一
磨
（
日
像
）
の
弟
・
亀
王
麿
で
あ
る
。
兄
の
経
一
麿
が
文
永

十
二
年
二
月
七
歳
で
身
延
の
宗
祖
に
給
仕
し
た
の
に
続
き
、
亀
王
麿
も
建
治
二
年
春
、
五
歳
で
身
延
の
宗
祖
に
仕
え
る
の
で
あ
る
。
同
じ

く
下
総
の
一
歳
年
長
の
曽
谷
教
信
の
次
子
も
久
本
房
日
元
を
親
代
り
と
し
て
宗
祖
に
給
仕
し
、
身
延
三
世
大
進
阿
闍
梨
日
進
と
な
る
。
こ

の
よ
う
に
身
延
期
の
日
蓮
聖
人
の
門
弟
教
育
に
鎌
倉
武
士
の
名
門
子
弟
が
入
門
し
、
沙
弥
に
な
る
前
の
幼
児
宗
教
教
育
が
成
さ
れ
て
い

た
。
宗
祖
の
孫
弟
子
に
当
る
池
上
三
世
日
輪
上
人
等
に
は
、
記
録
に
残
ら
な
い
宗
祖
の
宗
教
活
動
や
伝
承
が
旨
く
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
上
関
村
の
道
善
墓
（
経
塚
）
で
あ
る
。
日
輪
上
人
は
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
木
更
津
の
田
中
堂
・
智
学
坊
を
起

伏
さ
せ
て
光
明
寺
を
創
建
す
る
。
こ
の
と
き
宗
祖
か
ら
の
道
善
坊
伝
承
に
基
き
訪
れ
た
の
が
、
上
関
村
の
道
善
墓
で
あ
ろ
う
。
そ
の
日
輪

上
人
が
入
寂
し
た
の
が
延
文
四
年
四
月
四
日
、
八
十
八
歳
寂
で
あ
る
。
本
吉
家
文
書
に
い
う
「
日
実
上
人
の
道
善
墓
参
拝
後
七
十
四
年
」

と
は
、
池
上
三
世
日
輪
上
人
入
寂
の
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
と
全
く
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
延
文
四
年
か
ら
更
に
七
十
四
年
経
過
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す
る
と
、
本
吉
家
文
書
に
い
う
池
上
六
世
延
命
院
日
行
上
人
が
道
善
墓
を
訪
れ
た
「
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）」
に
相
当
す
る
の
で
あ

る
。
日
輪
上
人
は
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
宇
都
宮
妙
正
寺
、
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
に
大
磯
妙
輪
寺
を
開
基
し
て
い
る
。

君
津
市
久
留
里
・
妙
長
寺

妙
長
寺
・
虚
空
蔵
菩
薩
像


